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当院は、地域の病院として、将来の医療を担う研修医の先生、各種医学生に地域に根差した医療現場を

見ていただけるよう研修の受け入れを行っております。今回は、市立大津市民病院の初期研修医である

水野絢太先生と大橋要先生が、2020 年 10-11 月に当院へ地域医療研修に来てくださいましたので、研

修の感想を一部抜粋して掲載します。 

今回の研修では、湖北地域の病院の診療、訪問診療、巡回診療の研修を受けました。急性

期から療養まで幅広い入院患者さんがおられましたが、長期間ひとりの患者さんとかかわる

こと、患者さんのアドバンスケアプランニング※など、学ぶことが多くありました。自分の

家で生活したいと考える患者さんにとって巡回診療や訪問診療は大きな役割を担っている

と感じました。夜間救急の当直業務では各検査の必要性を改めて考えさせられ、近隣の急性

期病院への搬送を考慮する基準も難しいと感じました。整形外科では、脊柱管狭窄症など慢

性期患者さんの外来を見学し、地域の総合病院の整形外科医の働き方を知ることができまし

た。巡回診療に行く道で野生の猿に出会うことができたのですが、運転して下さっていた事

務の方が「猿なんか珍しくもない。」とおっしゃっていたのが驚きでした。 

※アドバンスケアプランニング:人生の最終段階における医療・ケアについて、本人が家族等や 

医療・ケアチームと繰り返し話し合う取り組み（厚生労働省 HP から抜粋） 
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写真：水野先生（左）と大橋先生（中）巡回診療への道中で現れる猿（右, 矢印） 

湖北病院は、へき地医療拠点病院に指定されており、病院内の診療だけでなく、巡回診療や

訪問診療をはじめ、へき地診療所やへき地に立地する介護施設の支援も併せて行っています。

研修にご協力いただいた地域の皆様にこの場を借りて改めてお礼申し上げます。将来を担う

若手医師の育成に、今後ともご協力いただければと思います。 

地域医療研修指導担当 東野克巳・久田祥雄 

医療従事者および医療従事者を目指す学生の研修を実施しています 
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